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東邦大学 研究ブランディング事業

「上皮バリア機構の不全により生じる
疾患の克服を目指したブランディング事業」

「私立大学研究ブランディング事業」は、平成28年度から文部科学省が実施する事業で、学長のリーダーシッ
プのもと、優先課題として全学的な独自色を大きく打ち出す研究や取り組みを行う私立大学等に、施設費
や装置費、設備費、経常費が助成されるものです。本学で選定された事業についてご紹介致します。

ブランディング事業の紹介
　このたび山﨑学長が中心となり、東邦大学が提案したプロジェクト「上皮バリア機構の不全に
より生じる疾患の克服を目指したブランディング事業」が平成28年度の私立大学研究ブラン
ディング事業に採択となりました。私は本プロジェクトのプロジェクトリーダーを務めさせて
いただいております医学部 生化学講座の中野でございます。本事業は、私たちの体を外界からの
さまざまなストレスや病原体から守っている上皮（気道上皮、表皮、腸管上皮など）がどのように
して本来の働きを保っているのか、また、その働きがうまくいかなかった場合に、どのような病
気が起こるかを明らかにしようとするものです。さらに実験動物や人の病気から得られた知識
をもとにして、新しい診断法や治療法、薬の開発を目指しております。着実に研究成果をあげ、か
つ外部に研究成果を積極的に発信することで、東邦大学のブランド力のさらなる向上に努めて参
ります。皆様のご協力をよろしくお願い致します。	 生化学講座 中野 裕康

プロジェクトの概要／メンバーの紹介
　本事業は、上皮バリア機構の維持における上皮細胞、免疫
細胞、細菌叢の役割を解析し、バリア機構を向上させるための
標的遺伝子や新規化合物の同定を目指しています。
　本事業の成果は、バリア機構低下により生じる疾患の新し
い治療法の開発につながるもので、我が国はもとより世界の医
療・福祉へ貢献しようとするものです。建学の精神「自然・生
命・人間」およびブランディングコンセプト「いのちの科学で未
来をつなぐ」を世界に発信する事業と位置付けています。

　東邦大学は、自然科学系・医療系総合大学として、「いのち
の科学で未来をつなぐ」をブランディングコンセプトに、生命科
学、医療分野の教育研究と人材育成を使命としています。とく
に微生物・感染症学や免疫学の領域は、建学時からの重点課
題で、医学・薬学・理学に多くの人材を有し、優れた研究成果
を世界に発信してきました。このたび、全学的な共同研究プロ
ジェクトとして、「上皮バリア機構の不全により生じる疾患の克
服を目指したブランディング事業」を実施することとし、この取
り組みが平成28年度私立大学研究ブランディング事業（タイ
プB【世界展開型】）に採択されました。本事業では、これまで
の研究成果を踏まえ、有機的な連携を密にしてより相互に協
力し、さらに研究成果をトランスレーショナル・リサーチへと発
展させ、医療を通じて社会に直接的な貢献を果たすことを目
指しています。	 学長 山﨑 純一

乾癬とアトピー性皮膚炎は代表的な慢性炎症性皮膚疾患です。私たちは非侵襲的手
法で採取したこれらの皮膚疾患患者さんの角質細胞を解析して、表皮バリア機能障
害と疾患の病勢を反映するバイオマーカーを確立したいと考えています。

我々は主に皮膚を対象とし、当講座の主要研究テーマであるサイトカイン受容体に
よる免疫調節機構の上皮バリア形成における意義を、微生物学講座の感染症の知見
を取り入れながら明らかにしていきたいと考えています。

ブレオマイシン誘導性肺線維化モデルにおけるⅡ型肺胞上皮細胞障害後のリモデリングを伴う組織修
復へのケモカインの関与を明らかにし、ケモカインを標的とした肺線維症の新たな治療法の開発を目
指します。さらにヒト肺生検組織を用い、上皮バリア機構の破綻に関連した遺伝子発現解析を行います。

膠原病に合併する間質性肺炎は治療法も確立されておらず、予後不良のこともあり
ます。膠原病の中では難治性病態の一つです。本研究では、とくにケモカインに着
目して、その病態解明と治療法の開発を目指します。

生体は、活性酸素を消去する抗酸化機構により酸化還元バランスを保っています。
炎症反応の誘導によってバランスの不均衡が生じるため、抗酸化作用を持つ物質の
皮膚炎症反応に対する影響を解析し、作用機構の解明を目指しています。

腸管の慢性炎症性疾患である潰瘍性大腸炎を対象にして、その上皮細胞における細
胞接着因子やシグナル伝達の異常を検討し、上皮バリアの障害と炎症・発癌との関
係を解明します。これらに関連する新しい組織マーカーの同定を目指します。

当講座では、抗生物質をはじめ、さまざまな有用物質を生産することで知られている
放線菌の研究を長年続けています。これまで培った放線菌研究の技術を生かし、上
皮バリア機能不全により生ずる疾患の治療や研究に役立つ物質の発見を目指します。

感染症において病原体と上皮・粘膜細胞との関わりは極めて重要です。病原体の定
着・侵入と生体による排除のせめぎ合いの進化がここに凝縮しています。本研究を
通して、真実に迫る知見が得られることを期待しています。

医学研究科 皮膚科学　石河 晃 医学研究科 免疫学　近藤 元就

医学研究科 内科学（呼吸器内科学）　本間 栄 医学研究科 内科学（膠原病学）　南木 敏宏

理学研究科 生物分子科学　渡辺 直子 医学研究科 病理学　三上 哲夫

薬学研究科 微生物学　安齊 洋次郎 医学研究科 微生物・感染症学　舘田 一博

乾癬、アトピー性皮膚炎の表皮バリア機能と
病勢に関わるバイオマーカーの確立
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気道上皮バリア機構と間質性肺炎の病態解明研究
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上皮バリア傷害に伴う間質性肺炎における
ケモカインの役割の解明
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上皮バリア機能低下とレドックスバランス制御研究
テーマ

大腸における上皮バリア機構の破綻と
炎症性腸疾患
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微生物を利用した上皮分化マーカーの発現に
関与する化合物の探索

研究
テーマ

上皮細胞との付着～侵入機構から考える
感染発症病態の解明

研究
テーマ

今回のプロジェクトについて
大学に結集した優秀な人材が一丸となって研究活動を活性化させ
れば、自ずと教育も診療も活性化した魅力ある大学となり、より優
秀な研究者（教員）、医師、学生から選ばれる大学となるはずです。
その「選ばれる大学」という「ブランド力」の向上を研究活動によって
推進していくことが、「研究ブランディング事業」です。プロジェクト
リーダーの中野教授をはじめ事業に参加する全学の研究者ととも
に、東邦ブランド力の強化を目指して支援活動に邁進していきます。

URAという職種についての紹介
URA（University Research Administrator）は、大学等において
研究者とともに研究活動の企画・マネジメント、研究成果の活用
促進のための折衝など、研究活動の活性化や研究開発マネジメン
トを目的として、さまざまな業務に携わる職種です。多岐にわたる
業務がありますが、私が東邦大学で担当するのは、主に今回ご紹
介している研究ブランディング事業の支援と、各研究者・研究室に
おける外部資金（科研費・民間財団など）の獲得支援です。

医学部 研究推進室
リサーチ・
アドミニストレーター

（URA）
梶谷 宇

HP→http://www.lab.toho-u.ac.jp/univ/research_brand_project
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